
CMS で管理する日本語学習サイト JPSOC.NET の教材

WEB teaching materials for the JPSOC.NET site managed with CMS

伊津 信之介*　　古川 修士*　　中村 郁夫**　　佐々木 瑞枝***
Shinnosuke Izu* Shuji Furukawa* Ikuo Nakamura** Mizue Sasaki***

東海大学福岡短期大学*　 （有）シージーラボ** 　武蔵野大学***
Tokai University Fukuoka Junior College* CGlabo Ltd.** Musashino University ***

＜あらまし＞　演者らは「日本語および日本社会を理解させるためのインターラクティブな

マルチメディア教材開発」と題した 2005 年度の科学研究費補助金にて JPSOC.NET サイト

を構築運用した。新たな取り組みとしてマルチメディア教材を手軽に制作できるフラッシュ

WEB 教材開発と日本語教育への適用を試みてきたので研究成果の一部を報告する。
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  1. ＸＯＯＰＳは最も一般的なＣＭＳ

演者らは「日本語および日本社会を理解させる

ためのインターラクティブなマルチメディア教材

開発」と題した２００５年度の科学研究費補助金

にて JPSOC.NET サイトを構築運用した。この

プロジェクトでは，ＣＭＳとして注目を浴びてい

たＸＯＯＰＳをサイト構築・運用・管理に用いた。

ＸＯＯＰＳを用いた第一の理由は，利用者の個人

認証とグループ管理が標準で装備されている点で

ある。これによって利用者の母国語や日本語活用

能力に応じたサポートが可能になった。第二の理

由は，音声やアニメーションなどを使ったマルチ

メディア教材を管理運営するソフトウェア（モジュー

ル）が存在した事による。このモジュールはＷＦ

section というテキスト管理の高機能ソフトウェ

アである。

２００７年にはＸＯＯＰＳはより一層機能面と

安定性を増した XOOPScube になった。このよう

な状況は海外ＸＯＯＰＳでも同様の動きが見られ

る。とりわけＷＦ section の開発者が中心となっ

て進めていると思われる smartfactory では、Ｗ

Ｆ section は SmartSection としてより一層複数

データ形式の処理が容易になっている。

2.  ＪＰＳＯＣ．ＮＥＴ

　JPSOC.NETは、日本社会と日本語を学ぶ留学生

に対して、双方向型の教材を開発することを目的

とした。このときに、現在のICTネットワークで

浸透し始めているオープンソース型の教材を提供

することの実践的研究を行った。オープンソース

の教材は、アクセスが自由に行えるだけではなく、

プログラムのソースコードが公開されており、自

由に自分で教材を書き換えることが可能である。

双方向を確保するためには当然オープンな参加と

教材の書き換えが行われることが必要であるが、

それをどのように行うかについてのもっとも望ま

しいモデルを模索した。

　教材は佐々木らの「日本社会再考」の文章を用

いた。トップページから以下のタイトルにジャン

プし、学習をすすめる。



2.1. 読み上げと文章のリンク

　日本語文章を読み上げ、対応する日本語と英訳

をアニメーションで表示するフラッシュ教材をま

ず作成した。

　これによって日本語を聞きながら、文章を目で

追うことが容易になり、必要に応じて英文を参照

することが可能になった。再生・巻戻しも比較的

容易に行える。

2.2.写真の連続表示

　ラッシュアワーの情景を複数の写真を連続表示

するフラッシュアニメーションによって表示した。

本文の記述をマルチメディア教材で補足する点で

効果がある。

2.3.写真のアニメーションと音声

　写真に吹き出しを入れ、会話音声を再生し、文

法的な注釈を加えた。

3.�フラッシュ WEB教材

　JPSOC.NET では複数のフラッシュ教材を直接

フラッシュプログラムを編集して制作した。

したがってフラッシュプログラムの作成技術がな

いと制作や編集が行えなかった。今回制作したフ

ラッシュ WEB 教材は、SWF テンプレート、

JPG 画像、MP3 音声、XML テキストによって

構成される。

　SWF テンプレートは、Adobe 社の Flash8 に

よって FLA ファイルを作成し、それから対応Ｏ

Ｓやフラッシュリーダーのバージョンに応じた

SWF ファイルを書き出したものである。筆者ら

が制作したフラッシュ WEB 教材は、フラッシュ

プログラムによって構成される SWF ファイルの

外にフォルダを設けて外部ファイルの読み込みを

行っている。この読み込み手順を XML テキスト

にまとめることにより、同一の SWF テンプレー

トで別の授業に適用する事が可能になる。

　XML テキストファイルは、JPG フォルダと

MP3 フォルダに含まれるファイルをフラッシュ

プログラムの求めに応じて供給するものである。

XML を使う利点は、WEB 教材の内容を元のフラッ

シュドキュメント (FLA ファイル ) を修正するこ

となく更新できる点である。テキスト形式の

XML ファイルを更新するだけで、スライドのタ

イトルを別 のものにしたり、スライドの表示順

序を変えたりすることができる。

　MP3 ファイルは再生時間によってファイル

容量が異なる。フラッシュプログラムは、この

MP3 ファイルの切り替えに合わせて、同一ファ

イル名の JPG 画像を表示する。このようにフラッ

シュ WEB 教材では、MP3 形式の音声の長さに

応じて JPG 画像の表示時間が決定される。この

関係を使って、講師の発声に続いて受講者が発声

する語学学習などへの適用が可能となる。


